
事業概要 【税務相談窓口システム導入事業】

18,612千円事業費591,544人人口鹿児島県鹿児島市自治体名

専門化、複雑化が進む税務事務への対応をさらに強化し、適正かつ効率的な税務行政をより一層推進するため、
市税の賦課徴収業務を本庁・谷山支所に集約するにあたり、税関係の窓口に税務相談窓口システムを導入し、
本庁・谷山支所の職員が支所に来庁された市民の対応をオンラインで行う環境を構築することで、市民の移動負
担を軽減するとともに、より専門性の高い職員による対応を提供し、市民サービスの向上を図る。

事業概要

【税務相談窓口システムの流れ】
①市民は自宅から最寄りの支所へ
②支所窓口と専門職員がいる庁舎をネットワークで結び、
PCモニターや書画カメラ等を用いて、映像による対面で各
種申請や相談の手続きができる。

【サービス】
本庁・各支所の税関係の窓口に、税務相談窓口
システムを利用できるPCモニターを設置し、支所への
来庁者は本庁及び谷山支所の職員と顔を見ながら
手続きや相談を行うことができる。
職員側:本庁、谷山支所
市民側:伊敷、吉野、吉田、桜島、喜入、松元、

郡山の７支所（８庁舎）

【税務相談窓口システム】
• 市民が本庁等に出向くことなく、近くの支所から
PCモニターを通して、ボタン一つで担当部署に接
続できるシステム

• 書画カメラを用いることで、市民が持参した書類
等を読み取り、映像で共有しながら相談や申請
等を受け付ける

具体
サービス

【アウトカム指標（成果指標）】
①税務相談窓口システム利用者の満足度
②市民の移動時間の減少
③

【アウトプット指標（活動指標）】
①税務相談窓口システムの利用件数
②
③

主な
KPI

本 庁 支 所
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サービス概要（1/1）

18,612千円事業費税務相談窓口システム導入事業サービス名

支所来庁者ターゲット

サービス内容

令和７年１０月に市税の賦課徴収業務を集約すること
に伴い、対応できる職員が不在となる各支所に税務相談
窓口システムを導入することとしている。支所来庁者は、
モニターをタッチすれば自動的に本庁職員へ接続され、
持参した書類を置き、マイクに向かって話しをするだけで、
映像と音声で対面と変わらないやり取りが可能となる。
職員側は、パトランプの着信音や光で来庁者からの接続
要求を確認し、対応する。接続後は来庁者の操作は
不要で、職員用端末で、ペン機能を使った書類の書き
込みや音声などの調整も行い対応するため、PC操作に
不慣れな方でも利用しやすいシステムで、来庁者も安心
して利用することができる。また、最初に相談を受けた
職員は、他の所管課の職員に引き継ぐことができ、ワンストップ窓口対応が可能となり、住民サービスの向上につながる。
運用テスト期間を含め、システムを活用した職員研修、実際に市民を交えたデモンストレーション等を実施することで、対面での
やりとりと変わらない対応ができることを来庁者に体験していただける環境を早期に整える。
導入する課（本庁舎等）:市民税課３台、資産税課２台、納税課１台、谷山税務課２台 計８台
導入する課（市民側）:伊敷・吉野税務課各２台、吉田・桜島・東桜島・喜入・松元・郡山税務課（係） 各１台 計１０台
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